
結果と考察
① 指宿火山群の火山ガスの特徴

火山ガスの温度 ６５～９９℃
二酸化炭素濃度 587～18400ppm
硫化水素濃度 0～762ppm
二酸化硫黄濃度 0.5ppm未満を得た。
岩崎らによる火山ガスタイプでいうと指宿火山群の噴気は温泉ガス（Ａ）

と（Ｂ）にあたることが分かった。
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Fig.2 火山ガスの生因モデル

Table2 火山ガスの水蒸気を除いた主なガス組成（岩崎1962）

３ 火山ガス捕集装置の性能試験・校正実験
(1) 火山ガスへの置換時間の測定

Fig.3 火山ガス捕集装置（試作２号）

１分間で十分に置換できる。

ア 実験方法
① 直方体塩化ビニル袋容器に備長
炭をいれ，燃焼させ，容器内に濃度
が3000ppmになるまで発生させる。

C+O₂ →CO₂ ↑

② 容器内のCO₂を火山ガス捕集装置
で測定し，置換する時間を測定する。

Fig.4 火山ガス捕集装置の

CO₂の濃度変化

V 電源
②検出ガス採取(100ml)

①検出ガス発生 ③ガス封入 ④電圧測定と

北川式検知管
や市販H2S
メーターによる
濃度測定

(2) 二酸化硫黄センサーのSO2とH2Sによる校正実験

1 研究の動機と目的 指宿高校のある指宿市は，阿多カルデラの中に位置し，多くの
指宿火山群と隣り合い，温泉などの火山の恵みを受け，同時に火山防災も課題である。
そこで，我々は,身近にある指宿火山群の噴気の火山ガスを測定して，火山活動の予知に結

びつけたいと考え，安価で火山ガスの成分を安全に測定できるセンサー装置の製作に取りか
かった。（噴気温度の上昇，CO2・SO2・H2濃度の増加→火山活動の活発化が疑われる）

２ センサーのコンセプト

① 高温な火山ガスを冷やし
て各センサーで測定する
ガス捕集装置の製作

② CO₂・SO₂・H₂S・H₂O・温度
等の安価な市販センサー
を組み合わせる
⇒各ガス濃度の校正実験

③ 携帯型，電池駆動

Fig.1 九州の火山と指宿火山群

権現山県道脇GR

権現山噴気帯 GT

Fig.7 指宿火山群の調査地点 （文献３）
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今後の課題

二酸化炭素と硫化水素は非常に広い濃度範囲であることが分かり，正
確に希釈測定することが必要である。また，水蒸気も凝縮させ，その質
量を量るなどして正確に濃度を求める必要がある。

今後，自作火山ガス観測装置の測定域を広げる改良や工夫を行い，長
期的な観測を実施し，将来の火山防災につながる基礎データの蓄積を行
いたい。

５ 指宿火山群の火山ガス調査及び火山ガス測定装置（CO2）の実証実験

自作装置による指宿火山群における火山ガス測定
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まとめ

SO2センサーは

0～150ppm(H2S濃度)

0～50ppm(SO2)の範囲
で利用可能。

⇒ 次に自作した火山
ガスセンサー（CO2の

み）を用いて実証試験
を行った。

同時に二酸化硫黄と
や硫化水素については
検知管と濃度計を活用
して濃度範囲の直接測
定に挑戦した。
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